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博士論文審査報告書 
 
氏名：兼村 智也  
論文題名：「生産技術・下請け取引関係の国際移転―中国における金型取引を例に―」 
英文タイトル：International transfer of Production Technology and Japanese subcontracting Systems 
 
I．論文の概要 
 
  日本機械工業の競争優位の根拠に「下請系列的取引関係」によって支えられる「生産技術」
があることが一般的に指摘されている。しかし、1980 年代以降日本企業の海外進出が急速に進
むなかで、この日本企業の強さが海外展開の中で生かされないままに、急速にその競争力を減じ
てきているという指摘も強くなされている。本稿は、こうした状況を踏まえて、日本機械工業の
競争力の根底を支える金型産業に焦点を当てて、海外展開の実情とそこでの国際競争力の問題を
「下請系列的取引関係」に絞って検討を試みている。いわく、海外に進出する日系機械工業が現
地で競争力を維持するためにも、日本国内での「生産技術」の海外展開が必要となろうが、その
国際移転は十分になされているのか、否かという問題を検討することである。検討の対象国は中
国である。中国を選択した理由は、この国がもっとも金型の現地調達が進んでいるからに他なら
ない。したがって、研究課題は以下の 2 点に集約される。第 1 は現地企業からの金型調達が進む
のは、現地企業での金型生産技術が進んだためなのか。第 2 は、現地企業の金型生産技術が向上
したのは「下請系列的取引関係」の利点を現地企業も獲得できたからかのか、という点である。
筆者は、上記の課題を探求するために中国での実態調査を踏まえた検討を試みる。 
 
II．論文の構成と内容 
 
論文は以下のような 11 章より構成されている。 
第 1 章 本研究の目的 
第 2 章 先行研究 
第 3 章 分析の進め方 
第 4 章 中国乗用車プレス部品市場の特徴－成長性と特性－ 
第 5 章 中国金型産業の歴史と現状 
第 6 章 階層化する市場と中国金型産業との需給関係 
第 7 章 日系１次部品メーカーの広東省進出と金型調達の実態 
第 8 章 中国製金型への品質評価と適応 
第 9 章 日系１次部品メーカーの取引優位性～プレス金型取引にみる欧米系メーカーとの比較か
ら～ 
第 10 章 中国系金型メーカー間の競争関係～取引契約書をベースに～ 
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結論と今後の課題 
 
 以下、各章の簡単な概要を紹介する。 
第 1 章 本研究の目的では、研究課題 1「近年、現地企業からの「生産技術」の調達が進むの
は、現地企業にその向上がみられているためか」、研究課題 2「その際、日本では下請企業から
得られた機械工業の競争力に寄与する優先的対応を現地企業からも享受できるのか」を設定し、
対象とする生産技術として乗用車 1 次プレス部品向け金型、国として中国を取り上げる理由・背
景、そして日本の金型取引にみる「優先的対応」を明らかにしている。 
第 2 章 先行研究では、研究課題 1 にかかる先行研究に対して、現地製金型の品質の捉え方が
限定的であること、ユーザー側の業種・製品分野が明確でないこと等を指摘している。研究課題
2 では「優先的対応」を可能にする下請系列的取引関係に着目し、その移転が困難とする先行研
究に対して、移転対象先を機械工業の所与の条件等が日本と異なる国・地域としている、現象面
だけで捉えており下請系列的取引関係の形成過程まで踏み込んでおらず、その形成過程もあくま
で日本国内を前提にしている、としている。 
第 3 章 分析の進め方では、研究課題 1 については総合品質を評価する分析枠組み、研究課題
2 については発注側企業である日系１次部品メーカー、受注側企業である中国系金型メーカーに
とって下請系列的取引関係を形成するために必要な環境条件、その形成や存続にみられる取引事
象を検証項目として提示している。 
第 4 章 中国乗用車プレス部品市場の特徴－成長性と特性－では、下請系列的取引関係形成の
ための環境条件の一つである「市場の成長性」について、外資系向け市場のなかでは日系向けが
最も顕著であること、また「市場の特性」としてメーカー資本の違いによって生産ロット、価格、
品質が異なっており、そのなかで「外資・日系モデル」が最上位にあるとしている。 
第 5 章 中国金型産業の歴史と現状では、本研究が対象とする乗用車 1 次プレス部品向けの中
国系金型メーカーには「国有企業」と「民営企業」があり、民営のなかにも創業時は非民営とし
てスタートした「転換型」と、創業から民営でも従来から乗用車向けプレス金型を手掛けてきた
「創業型」と、他の製品分野や型種から参入した「参入型」の三つ、合計四つのタイプがみられ
るとしている。 
第 6 章 階層化する市場と中国金型産業との需給関係では、第 4 章でみた市場に対して、第 5
章でみた中国系金型メーカーがどのように結びついているのかを明示し、そのなかで本研究が対
象とする「外資・日系モデル」向けに金型供給する中国系金型メーカーは「参入型」であること
を指摘している。さらに、これらの金型メーカーは「外資・欧米系モデル」市場にも供給してお
り、その供給力は限られているとしている。 
第 7 章 日系 1 次部品メーカーの広東省進出と金型調達の実態では、次章以降の基礎データと
なる金型調達にかかる発注先、発注地域、発注段階等について、調達主体（ユーザー）である日
系 1 次部品メーカーごとに企業事例を通じて明示している。 
第 8 章 中国製金型への品質評価と適応では、第 3 章で示した分析枠組みにより評価を行い、
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研究課題 1 の結論として、日系 1 次部品メーカーによる現地調達の進展は中国製金型の品質向上
というよりも、同メーカーの妥協、そして中国における「市場の特性」、「要素条件」という特殊
要因を活かした「生産方式・工夫」による「現地適応」があるためとしている。 
第9章 日系1次部品メーカーの取引優位性～プレス金型取引にみる欧米系メーカーとの比較
から～では、優良な中国系金型メーカーの確保をめぐる市場の提供や技術支援・指導等の発注側
の取引事象の優劣について、日系 1 次部品メーカーは欧米系メーカーに比べ評価されている、ま
た受注側の取引事象として日系 1 次部品メーカーによる「経営内容への介入」を甘受している、
下請系列的取引関係の存続を説明する「関係的技能」、「資産特殊性」がみられるとしている。 
第 10 章  中国系金型メーカー間の競争関係～取引契約書をベースに～では、第 9 章でみた日
系 1 次部品メーカーの優位な取引事象を得るために、中国系金型メーカーは第 1 章で示した「優
先的対応」のうち「支払」や「図面・データの提出」など金銭や権利関係が絡む対応については
取引契約書どおりに履行しているが、「設計」や「検収」など品質や納期に係わることは契約書
に拘束されることなく、日系 1 次部品メーカーの要請に応じているとしている。 
第 11 章 結論と今後の課題では、研究課題 1 に加えて研究課題 2 の結論として、日系 1 次部
品メーカーと中国系金型メーカーは下請系列的取引関係にはないが、ほぼ同様の「優先的対応」
が得られるとしている。その理由は、日系との取引には発注単価で優位にある欧米系にはない継
続・安定した市場提供や技術支援・指導などの優位があるためで、中国系金型メーカーはこれら
を組み合わせた受注をしている。本研究の含意として、競争優位の異なる多国籍の企業が集結す
る国・地域であれば、日系の取引優位と引き換えに「優先的対応」を享受できる、すなわち海外
であっても日本と同等水準の生産技術の確保が可能としている。 
 
III．評価 
 
まず、本論文の学会への最大の功績は、金型産業の特徴と問題点、中国展開の現状に関して丹
念な実態調査を繰り返してきた筆者の努力である。金型研究一筋、この 15 年、金型研究では、
日本を代表する研究者 3 名のなかに入るといわれるゆえんであろう。より具体的に見れば、1 つ
には、これまで技術移転の成果とみられていた「生産技術」の現地化が、実はその品質向上だけ
ではなく、ユーザーの「現地適応」があってこそ可能になることを指摘した点である。2 つとし
ては、日本的生産システムの一要素である下請系列的取引関係の国際移転について、現地の事象
だけでなく、その形成のために必要な環境条件まで踏み込んで検証した初めての試みであり、そ
の結果、日本で得られたサプライヤーからの対応について、現地サプライヤーからは困難と指摘
されてきたが、現地の取引環境さえ揃えば、部分的には可能になることを指摘した点である。実
証の細部に立ち入れば、生産技術の品質評価について、ユーザーからの視点を取り入れ、その総
合品質評価についての分析枠組みを提示したこと（図表 3-2）や既存研究にみる下請系列的取引
関係の形成のための環境条件をより詳細化・体系化（図表 3-4）し、海外で必要な環境条件を追
加して分析枠組みを提示したこと（図表 3-3）などは、この分野の第一人者ならではの指摘だと
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いえよう。 
もっとも問題点が無いわけではない。審査委員からでたコメントとしては、1 つには、生産技
術・下請系列的取引関係について国際移転というよりも「現地適応」という表現が適切な部分が
あり、そのため論文タイトルは「生産技術・下請系列的取引関係の国際移転と現地適応」が適切
ではないかとする指摘や、2 つに中国を研究対象とする理由を他国との比較も踏まえて明示すべ
きとする指摘、3 つには本稿における「取引コスト」の概念を明示すべきとする指摘、4 つには
研究課題 2 の検証項目でもある発注側企業への金型メーカーの「対応」を「従属的・優先的」と
形容している（図表 1-3）が、自社への生産を優先させ、受注側企業の経営問題にも介入する発
注側企業の「支配」がある下請系列的取引関係のなかでの「対応」ならば「従属的」という形容
は適切だが、下請系列的取引関係にない場合も考えられる中国での「対応」において、この形容
は適切ではないという指摘、また第 11 章 3．本研究の意義と今後の課題で港（2011）を引用し
て「現地の産業風土に適合させながら下請分業システムを国際移植する必要性は高い」とあるが、
その意義・理由と限界性について明らかにすべきという指摘がなされた。 
 上記のような問題点を含んではいるが、審査委員一同は、金型産業に特化した詳細な分析と中
国展開での精緻な調査は博論授与に十分な資格を有しているものと判断し、ここに博士号を授与
することを決定した。 
 
IV．結論 
 
我々審査委員会一同は、論文査読ならびに面接試験（2012 年 12 月 3 日実施）の結果を踏まえ、
提出論文について、博士論文としての評価に耐え得るものと判断し、全員一致で本研究の学術上
の貢献は博士学位論文に値すると判定した。 
 
2012 年 5 月 24 日 
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